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NY マーケットレポート（2016 年 7 月 5 日） 
 

NY 市場では、アジア市場から続いた軟調な動きが一服し、序盤のドル円・クロス円はやや値を戻す動きとなった。ただ、その後

も英国の EU 離脱により、英経済が減速するとの警戒感から、英ポンドの下落が続き、再びリスク回避の動きから円が買われる動

きとなった。また、欧米の株価が下落したことも影響し、ドル円・クロス円は軟調な動きが続いた。特に、英中銀が追加金融緩

和に踏み切るとの見方が広がったことから、ポンドは対円で 2012 年 12 月以来の安値、対ドルでは 1985 年 6 月以来 31 年ぶりの

安値を付ける動きとなった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

21：00 

ドル/円 101.81  ユーロ/円 113.44  ユーロ/ドル 1.1143 

 

21：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 

英 FT100 6529.26 +7.00 
ダウ 

先物ミニ 
17759 -107 

仏 CAC40 4159.74 -75.12 
S&P 

500 ミニ 
2082.50 -13.75 

独 DAX 9536.20 -172.89 
NASDAQ 

 100 ミニ 
4462.50 -30.75 

出所：SBILM 

 

 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4 月メキシコ総設備投資 1.6％（予想 2.1%・前回 -3.0%） 

 

 

出所：Bloomberg 
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22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17875.75 -73.62 

ナスダック 4838.00 -24.57 

出所：SBILM 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

6 月 ISM ニューヨーク 45.4（前回 37.2） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

7 月 IBD/TIPP 景気楽観指数 45.5（予想 48.3・前回 48.2） 

 

指標結果データ 

≪IBD/TIPP 景気楽観指数≫ 

          7 月・・ 6月・・ 5 月・・4月・・3月・・ 2 月 

景気楽観指数・・・・45.5・・48.2・・48.7・・46.3・・46.8・・47.8 

半年先の景気先行・・36.7・・43.6・・43.5・・40.6・・41.2・・42.5 

資金繰り見通し・・・57.2・・57.7・・61.1・・58.1・・58.1・・58.0 

政府の政策信頼度・・42.7・・43.3・・41.6・・40.3・・41.2・・42.8 
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23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月耐久財受注（前月比） -2.3％（予想 -2.2%・前回 -2.2%） 

 

5 月耐久財受注[除輸送用機器]（前月比） -0.3％（予想 -0.3%・前回 -0.3%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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指標結果データ 

≪製造業新規受注指数≫  

          5 月・・4月・・3月・・ 2 月・・ 1 月・・12 月 

新規受注・・・・・-1.0・・1.8・・ 1.7・・ -1.9・・ 1.2・・ -2.9 

輸送機器を除く・・ 0.1・・0.3・・ 1.0・・ -0.8・・-0.6・・ -0.9 

資本財・・・・・・-4.8・・7.5・・ 7.8・・-10.5・・19.4・・-17.4 

耐久財・・・・・・-2.3・・3.2・・ 2.0・・ -3.3・・ 4.3・・ -4.6 

輸送機器・・・・・-5.7・・8.5・・ 5.3・・ -6.7・・10.6・・-12.2 

受注残・・・・・・ 0.2・・0.6・・ 0.0・・ -0.5・・ 0.1・・ -0.5 

 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

5 月製造業受注指数（前月比） -1.0％（予想 -0.8%・前回 1.8%） 

前回発表の 1.9％から 1.8％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

23：30 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、英国の EU 離脱問題に対する懸念が根強く、主要株価は売りが先行した。ダウ平均株価は、前週末まで 4営業日連続

で上昇したことから利益確定の動きも出ており、一時前週末比 127 ドル安まで下落した。 

 

 

23：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「英国の EU 離脱は、米国には大きな問題になっていない模様」 

・「英国の EU 離脱決定の悪影響は今のところ想定内」 
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≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）5 月の米製造業受注は、市場予想を上回る落ち込みとなる前月比-1.0％の 4552 億 3900 万ドルとなり、3 ヵ月ぶりのマイナスとな

った。変動の激しい輸送機器を除いた受注は+0.1％となった。国防関連の航空機が減少したほか、主要業種の一次金属や電機・家

電がマイナスとなったことから、全体を押し下げる結果となった。 

 

 ①耐久財は、前月比-2.3％、輸送機器は-5.7％となり、民間航空機が+0.9％、自動車・同部品が+0.8％とそれぞれ 2 ヵ月連続プラス

となる一方、国防航空機は-35.3％と落ち込んだ。また、一般機械が+0.3％、電算機・電子製品が 0.0％、電機・家電は-0.6％、一

次金属は-1.8％。非耐久財は+0.3％となった。 

 

 ②資本財は-4.8％となり、うち国防関連を除く資本財が-0.6％、民間設備投資の先行指標となるコア資本財は-0.4％だった。国防資

本財は-28.1％。 

 

 ③製造業全体の出荷は横ばいで、受注残高は+0.2％、在庫は-0.1％だった。在庫は出荷の 1.36 ヵ月分に相当し、前月から横ばい。   

 

 

（2）7 月の IBD/TIPP 景気楽観指数は、前月から 2.7 ポイント低下の 45.5 となり、昨年 11 月以来 8 ヵ月ぶりの低水準となった。そし

て、節目の 50 は 15 ヵ月連続で下回った。 

 

 ①構成指数では、向こう半年の景気が 36.7（前回 43.6）、資金繰り見通しが 57.2（57.7） 、連邦政府の政策信頼度が 42.7（43.3）

と、いずれも前回を下回る結果となった。 

 

 ②IBD/TIPP 指数は、ミシガン大やコンファレンスボードの消費者信頼感指数の先行指標として注目される。50 を上回ると楽観的と判

断する。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6545.37 +23.11 

仏 CAC40 4163.42 -71.44 

独 DAX 9532.61 -176.48 

ストック欧州 600 指数 324.17 -5.61 

ユーロファースト 300 指数 1285.97 -19.99 

スペイン IBEX35 指数 8067.60 -188.30 

イタリア FTSE MIB 指数 15780.16 -232.15 

南ア アフリカ全株指数 51670.16 -784.08 

出所：SBILM 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、英国の EU 離脱による悪影響を懸念して主要株価は下落した。ただ、英 FT100 は、銀行融資を後押しする英中銀の政策

が好感され、小幅高となった。 
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出所：Bloomberg 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17831.61（-117.76）、S&P500 2086.08（-16.87） ナスダック 4809.25（-53.32) 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、英国の EU 離脱問題への懸念から安全資産とされる米国債の逃避買いが加速した。米長期金利の指標と

なる 10 年債利回りは一時 1.36％台をつけ、過去最低を更新した。世界経済の先行き不透明感が強く、米 FRB が追加利上げを当面見送

るとの観測が広がっていることも押し上げ要因となった。 

午前の利回りは、30 年債が 2.15％（前週末 2.24％）、10 年債が 1.37％（1.46％）、7年債が 1.19％（1.27％）、5年債が 0.94％（1.00％）、

3年債が 0.65％（0.70％）、2年債が 0.56％（0.60％）。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①カーニー英中銀総裁は、銀行の自己資本積み増し規制の先送りに関して、EU 離脱決定による経済への衝撃を和らげるのに寄与すると

の認識を示した。英中銀の金融行政委員会はこの日、カウンターシクリカル資本バッファーを少なくとも 2017 年 6 月まではゼロとす

ると方針を発表。銀行の資本負担を減らし、1500 億ポンドの融資余力が生まれると説明した。カーニー総裁は会見で、規制先送りは

景気支援に向けた「大幅な変更」と指摘。「これにより融資の 90％を担う国内銀行の 75％は直ちに、家計や企業に対する与信で一段

の柔軟性を得る」と述べた。さらにポンド安は国際収支の赤字圧縮に寄与するだろうとしたが、同様に投資ペースも重要との考えを

示した。 

 

②英与党の保守党は 5 日、キャメロン英首相の後継を決める党首選で、候補者を絞り込むための下院議員による第 1 回目の投票を実施

する。5 人が立候補する中、メイ内相とレッドソム・エネルギー担当閣外相が先頭を走っている得票が最も少ない候補が脱落する仕

組み。次の投票は 7日に行われ、最終候補を 2人に絞るまでこうした投票が続けられる。その上で、全国約 15 万人の党員投票によっ

て新党首を選出する。他の候補者は、ゴーブ司法相、クラブ雇用・年金相、フォックス元国防相。5 日の投票ではフォックス氏が脱

落すると見込まれている。 

 

③オーストリアのソボトカ内相は、大統領選挙の決選投票を 10 月 2日に再実施するよう提案すると記者団に対し明らかにした。内相は

「閣僚らが同意してくれることを期待する」と述べた。5 月 22 日の決選投票では「緑の党」前党首のファン・デア・ベレン氏が 1％

ポイント未満の差で極右政党のホーファー氏を破ったが、一部で決められた時間より早く開票するなど郵送票の開票方法に問題があ

ったとの指摘が出ていた。同国の憲法裁判所は 7月 1日、大統領選挙の決選投票をやり直す必要があるとの判断を示した。 

 

④スペイン暫定政権のデギンドス経済相は、2016 年の成長率が従来予想の 2.7％を上回る公算が大きいとの見通しを示し、月末までに

予想を見直す方針を明らかにした。2度の総選挙実施後も続く政治の膠着状態が早期に解消されれば、今年の成長率は昨年の 3.2％を

上回る可能性があるとの見方を示した。「今年の成長率見通しは慎重過ぎた。月末までに決定する予定の最新予想で改訂する」と語っ

た。また英国の EU 離脱決定を受けてロンドンからの移転を検討する金融グループや欧州機関をスペインに誘致したい考えを示した。 
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3：35  

NY 金は、中心限月が前日比 19.70 ドル高の 1オンス＝1358.70 ドルで取引を終了した。 

 

 

3：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ダドリー・ＮＹ連銀総裁  

 

・「平均として米経済は問題なく推移している」 

・「上半期の米経済成長は、2％をわずか下回ると予想」 

・「英 EU 離脱は、金融への波及が加速すれば著しい影響も」 

・「低インフレのために FOMC は辛抱強く待てる」 

 

 

4：10  

NY 原油は、中心限月が前日比 2.39 ドル安の 1バレル＝46.60 ドルで取引を終了した。 

 

 

4：20 

≪海外の話題≫ 

 

英保守党党首選では、1回目の予備投票でメイ内相が首位となった。テリーザ・メイ内相（59）女性 165 票、アンドレア・レッドソム・

エネルギー閣外相（53）女性 66 票、マイケル・ゴーブ司法相（48）男性 48 票、スティーブン・クラブ雇用・年金相（43）男性 34 票、

リアム・フォックス元国防相（54）男性 16 票となり、最下位のフォックス元国防相は党首選レースからの脱落が決定。保守党議員は、

7日と 12 日にも投票を行う。候補者が 2人に絞られた後は、有資格者の保守党党員による郵送投票で決選投票が行われる。この結果は

9月 9日までに発表される予定。 

 

 

4：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ウィリアムズ・サンフランシスコ連銀総裁 

 

・「英国民投票後に米経済見通しさほど変わらず」 

・「自身の見通し維持できれば年内利上げは適切に」 

・「自身の見通しは緩やかな利上げと整合する」 

・「失業率は年末までに 4.5％に低下へ」 

・「2016 年の米経済は２％弱の成長率に」 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1358.70 +19.70 

NY 原油 46.60 -2.39 

出所：SBILM 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

NY 金は、英国の EU 離脱が世界経済に及ぼす悪影響を懸念して、比較的安全な資産とされる金を逃避的に買う動きが続いた。終値ベー

スでは、2014 年 3 月以来、約 2年 4ヵ月ぶりの高値水準となった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

≪ NY 原油市場 ≫ 

 

NY 原油は、英国の EU 離脱問題を背景に、世界経済が減速してエネルギー需要も減るとの懸念が台頭し、売りが膨らんだ。 

 

 

出所：Bloomberg 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17840.62 -108.75 17904.45 17785.28 

S&P500 種 2088.55 -14.40 2095.05 2080.86 

ナスダック 4822.90 -39.66 4839.13 4797.29 

出所：SBILM 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、英国の EU 離脱問題に対する懸念が根強く、主要株価は売りが優勢となった。ただ、終盤にはやや下げ幅を縮小する動き

となった。ダウ平均株価は、前週末まで 4 営業日連続で上昇したことから利益確定の動きも加わり、一時前週末比 164 ドル安まで下落

した。終盤にかけては、下げ幅を縮小する動きとなった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 101.75  101.92  101.46  

EUR/JPY 112.65  113.60  112.40  

GBP/JPY 132.53  133.75  132.04  

AUD/JPY 75.89  76.27  75.66  

NZD/JPY 72.78  73.26  72.48  

EUR/USD 1.1072  1.1167  1.1062  

AUD/USD 0.7460  0.7491  0.7454  

出所：SBILM 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、英国の EU 離脱による悪影響が懸念され、英ポンドが大きく下落する動きとなったことを受けて、投資家のリスク回避

の動きも強まった。また、欧米の株価も下落、安全資産とされる円を買う動きが優勢となり、ドル円・クロス円は軟調な動きとなった。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容につい

ては万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害に

ついても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 
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本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


